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METI 経済産業省

経済産業省報告

～我が国の国際標準化戦略について～

平成１９年３月１日

経済産業省産業技術環境局

基準認証ユニット
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METI 経済産業省トピックス

■国際標準化の重要性の増大

■国際標準化の取り組み事例

『事業戦略への上手な国際標準化活用のススメ』（初版）

（資料集）

■国際標準化を国家戦略として推進

『国際標準化戦略目標』

（資料集）
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METI 経済産業省１．国際標準化の重要性の増大（ＷＴＯ／ＴＢＴ協定）

（注）ＷＴＯ・ＴＢＴ協定第２条４項および附属書３ （抜粋）
加盟国は、強制/任意規格を必要とする場合において、関連する国際規格が存在するとき又はその
仕上がりが目前であるときは、当該国際規格又はその関連部分を強制/任意規格の基礎として用い
る。 （略）

■加盟国における規格・適合性評価手続きが、国際貿易
の不必要な障害となることを防止するため１９９５年発効

■加盟国が、強制規格や適合性評価手続きの導入・改正
等を行う際には、原則として国際規格(ISO/IEC等)を基礎

とすることを義務づけ
■政府調達協定にも同様の規定
■２００１年には中国がWTOに加盟するなど新興市場でも

大きな役割

WTO・TBT協定（貿易の技術的障害に関する協定）
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METI 経済産業省

JR 東日本がFeliCa方式を
前提に調達しようとしたとこ
ろ、 2000年7月にWTO政

府調達協定に違反するとし
て海外企業が異議申立。
2000年10月に異議は退け

られた。

ICカード規格
⇒SONY－FeliCa方式

ＪＲのSuica導入に海外企業が待った（政府調達における国際標準の影響）

２．国際標準化の事例 （政府調達における国際標準の影響）

ICカード規格では無く、汎用通信規格として
FeliCaを国際標準化

(2004.3 ISO/IEC18092発行）

非接触ＩＣカードの
国際標準に入れず
ISO/IEC 14443-2

Type A P社
Type B M社

国際標準にする
ための努力
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METI 経済産業省

国際標準とするか各国が投票
（2006年3月7日締め切りで

IEEEの規格は承認、WAPIは否決）

２００４年４月 米中の通商摩擦へ発展

米国電気電子学会（IEEE）が定めた「802.11i」
という規格が事実上の国際標準。

IT関連の国際標準化のイニシア
ティブを握る米国 ２００３年、「802.11i」と全く互換性のない独自規格

である「WAPI」を策定し、これに準拠しない製品の
国内での輸入・販売等の禁止、中国企業への規
格関連技術のライセンス料支払いを義務化。

無線LAN市場が急拡大する中国

IEEE制定の「802.11i」を国際標準化提案

中国側が米国の主張をうけ入れ、独自規格導入
の方針を一旦撤回。

ＷＡＰＩ規格を国際標準化提案

無線LAN規格国際標準獲得を目指した熾烈な争い

２．国際標準化の事例 （国際標準獲得を目指した熾烈な争い）
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METI 経済産業省

デジタルカメラのファイルフォーマット（国際標準獲得を目指した熾烈な争い）

家庭用デジカメの市場拡大、

爆発的な世界への普及

Ｅｘｉｆ／ＤＣＦ規格

日本方式 米国方式（コダック、ポラロイド）

2001年に２方式とも国際規格化

２．国際標準化の事例 （国際標準化を通じた世界市場の獲得①）

ＴＩＦＦ／ＥＰ規格

日本国内の有力企業間で

フォーマット統一（ＪＰＥＧベース）

・主に業務用

・比較的重い

・主に一般家庭用

・ＰＣ周辺機器との
互換性・ネット普及

世界最高水準の技術を国際標準へ

補完材で事業展開

（我が国のシェア

8割以上）
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METI 経済産業省

アジア諸国との連携の結果、国際会議の場で、優れた技術を持つ日本案に対する理解が
得られるようになる。

蓄光塗料

2004年 国際規格化（ISO 17514）

放射性物質を含む蓄光塗料

長残光蓄光塗料
（日本企業A社特許保有）

放射性物質を含む蓄光塗料は
世界的に全廃

夜光時計で使用する蓄光塗料の
９５％程度を日本が占有

日本案

日本案を無視
できなくなり、
十分に審議

ア
ジ
ア
諸
国
と
の
技
術
交
流
・

会
議
の
場
へ
の
参
加
要
請

ISO/TC114時計
中

印

韓

仏

英

スイス

英

仏

スイス

日

日

欧州案

十分な議論
がないまま欧
州案を採用

２．国際標準化の事例 （国際標準化を通じた世界市場の獲得②）
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METI 経済産業省

■コンデンサの国際標準化（日本提案）

導電性高分子アルミ電解コンデンサ、電気二重層キャパシタなど
新製品の国際標準化

定格・特性等の性能規定化
・性能規定のための試験方法、測定方法等を規定
・材質、内部構造等は規定しない（製造ノウハウの流出を防止）

■内外のユーザが新製品を評価し易くなることで市場拡大が期待できる
■品質・特性の比較ができることで、海外品との差別化ができる
■国際標準化することで、海外に売り込み易くなる。
■導電性高分子アルミ電解コンデンサは、ほとんど日本メーカによって製

造されている。

電気二重層キャパシタ
（出所：日本ケミコン）

導電性高分子アルミ電解コンデンサ
（出所：日本ケミコン）

２．国際標準化の事例 （国際標準化を通じた世界市場の獲得③）
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光触媒の研究開発によってセルフクリーニング、空気浄化、水質浄化、

抗菌・防かび等の様々な環境浄化機能を有することが判明。

しかし、公正な評価方法
が無かった

●評価方法によって性能値が異なる

●性能の良し悪しがユーザーに理解されにくい（目に見えるデータが必要（知覚化））

●効果が疑わしい商品の出現により光触媒全体の信用失墜の危惧

ISO/TC２０６（ファインセラ
ミックス）/WG３７（光触媒評
価方法）を設立し、国際標準
化を我が国から順次提案

●セルフクリーニング性能評価試験方法

●空気浄化性能評価試験方法

●水質浄化性能評価試験方法

●抗菌・防かび性能評価試験方法

酸化処理（中性の
硝酸カルシウム）

高機能舗装（光触媒を混合した路面舗装）

光

光

光触媒清浄な空気

清浄な空気

ＮＯ ＮＯ２

窒素酸化物

排気ガス

公正な計測・評価が可能 研究開発の加速化

●世界市場の急成長
日本製品の市場拡大

●ユーザーへの性能データの明示
効果が疑わしい商品の蔓延防止
商品に対する消費者の信頼向上

防汚・セルフクリーニング応用製品
（光触媒塗料を塗装したガードレール）

ＮＯｘ除去のイメージ

高機能舗装

２．国際標準化の事例 （開発段階早期からの国際標準化による
市場獲得）
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◎ナノ材料の応用製品分野の特定、
必要な評価方法の整理

⇒ 定義と評価方法の検討

フラーレン
（1985年発見）

カーボンナノチューブ
（1991年発見）飯島澄男氏

【背景・現状】
○ナノテクノロジーを巡る国際競争の激化
○ 「第３期科学技術基本計画」に基づき、政府が一丸となり

研究開発プロジェクトを実施中（経済省他）
○工業ナノ粒子の安全性評価の取り組み（ＩＳＯ，ＯＥＣＤ）
○ISO/TC229(ナノテクノロジー)、ＩＥＣ/TC113(電気電子製品

及びシステムのナノテクノロジー)を設置ずみ 【日本の将来産業を支えるナノ材料】
電磁波遮蔽材料、高強度構造材料、導電・帯電防止材料、
光学・電子・エネルギー・通信・表示・記憶デバイス、医療分
野、新薬

ナノ炭素材料の特性評価方法のナノ炭素材料の特性評価方法の
国際標準化を我が国がリード国際標準化を我が国がリード

→→ 《《世界市場の拡大世界市場の拡大》》

ナノ材料（カーボンナノチューブ、フラーレ

ン）等の製品性能に関する規格は未整備

【ラウンドロビンテスト】
複数以上の試験機関で試験を実施し、
試験方法の妥当性を確認する方法

◎純度評価や組成分析等のラウンド
ロビン試験

⇒ 規格案策定

２．国際標準化の事例 （研究開発と標準化の一体的推進）
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METI 経済産業省３．国際標準化機関

国際電気通信連合
ＩＴＵ

International 
Telcommunication Union

国際標準化機構
ＩＳＯ

International 
Organization for 
Standardization

国際電気標準会議

ＩＥＣ
International 

Electrotechnical
Commission for 
Standardization

無線通信部門
ITU-R

電気通信標準
化部門
ITU-T

分野
電気、通信を除く全分
野

電気技術分野 無線通信技術分野 有線通信技術分
野

規格数 15,649規格※１ 5,454規格※１ 約1,250規格 約3,000規格

設立年
1926年:ISA設立
1947年:ISOへ改組

1906年 1865年:万国電信連合設立
1932年:ITUへ改組

会員数

正会員 100
準会員 47
計147※２

正会員 51
準会員 14
計65※２

加盟国 191
企業会員 650以上※３

※１：2006年1月現在 ※２：2005年2月現在 ※３：2006年9月現在
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日本工業標準調査会
（JISC）

経済産業省
基準認証ユニット

JIS原案作成団体
(約６００)

ISO/IEC国内審議団体
(約３００)

政策

理事会

TMB

総 会
専門委員会TC(193)

分科委員会SC(540)

作業ｸﾞﾙｰﾌﾟ(WG:2244)

評議会

ＳＭＢ

総 会
専門委員会TC(90)

分科委員会SC(79)

作業ｸﾞﾙｰﾌﾟ(WG:516)

ＩＳＯ ＩＥＣ

ほぼ一致日本規格協会

ISO/IECの活動には、企業、学会等
がJISCの名称で参加

支援 関係企業

研究機関

大学

事務局

一部
委託

４．国際標準化活動の体制図：産業界が主役
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METI 経済産業省５．個別の技術委員会等の活動

議長

国際幹事

専門家（A国） 専門家（B国） 専門家（C国） 専門家（D国） ・・・・・・

・・・・・・

ISO/IEC
中央事務局

■個別の委員会毎に、議長、国際幹事などの役員を
各国の当該分野の専門家から選定
→議長、国際幹事が実際の標準化活動で中核的役割

■長期的視点での国際的な人間関係構築が重要
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METI 経済産業省

国際規格案の提案STAGE １

提案の承認条件
１） Ｐメンバーの過半数が賛成
２） ５ヶ国以上の積極的参加

ＷＧ内での検討STAGE ２

ＴＣ/ＳＣ内での検討STAGE ３

ＩＳＯの全加盟国への意見照会STAGE ４

最終国際規格案の正式投票STAGE ５

国際規格の制定STAGE ６

委員会原案（ＣＤ）の承認条件
Ｐメンバーの２／３以上が賛成）

国際規格案(DIS)の承認条件

１） Ｐメンバーの２／３以上が賛成
２） 反対が投票総数の１／４以下

最終国際規格案(FDIS)の承認条件

１） Ｐメンバーの２／３以上が賛成
２） 反対が投票総数の１／４以下

WGを設置し、専門家が
作業原案（WD）を作成

対象：全てのISOメンバー

対象：TC/SCのPメンバー
及びOメンバー

対象：Pメンバーが指名
した専門家

対象：TC/SCのPメンバー
及び Oメンバー

６．ISO規格の策定プロセス

※ P メンバー：積極的参加(Participating) メンバー
O メンバー：オブザーバー(Observer) として参加するメンバー

約３年

対象：全てのISOメンバー

この段階で実質的
な国際規格の内

容は確定

【必要条件】
①他国に先駆けて国際提案
②仲間作り
【十分条件】
主導的な立場（国際幹事・
国際議長獲得）

TC
・

SC

ISO
全体

最終的な
確認段階

迅速法（ファストトラック）

国代表機関（ＪＩＳＣ） 又は

Aリエゾン（TC/SCの業務に

効果的な貢献をする団体）
等の提案
＝フォーラム／コンソーシア
ム規格でも可
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METI 経済産業省

１国１機関
参加※１

日本規格協会

企業 研究機関大学

ISO

※１我が国の場合、閣議了解に基づきJISCが参加

※２：基本規格など分野横断的な規格については国内
審議団体として参画

実際の規格提案・審議には、個々の国内審議
団体、関係企業、研究機関等がJISCの名称で
参加

日本工業標準調査会
（ＪＩＳＣ）

ISO/IEC国内審議団体

（工業会・学会等）

経済産業省
基準認証ユニット

IEC

フォーラム／コン
ソーシアム、国際
学会など

規格
提案

協力関係
の締結

調査会事務局

※
２

国際標準化機関

７．多様化する国際標準化活動

海外現地
法人

Fast Track可能

海外の国代表／
地域標準化機関

働きかけ
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METI 経済産業省

詳細は

『事業戦略への上手な国際標準化活用のススメ』（初版）

（資料集）

をご参照ください。
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METI 経済産業省８．我が国のＩＳＯ・ＩＥＣにおける活動現況

ＩＳＯ・ＩＥＣへの参画状況では、我が国の経済力・国際競争力には見合っているとは言い難い水準

0

5

10

15

20

25

30

35

40

94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06

日本 米国 イギリス ドイツ フランス

<年>

<引受数>

0
25
50
75

100
125
150
175
200

86 88 90 92 94 96 98 00 02 04 06

日本 米国 イギリス ドイツ フランス

<引受数>

<年>

日本日本

主要国のＩＳＯ幹事国業務引受数の推移 主要国のＩＥＣ幹事国業務引受数の推移

（備考）88年以降の引受数には、ＪＴＣ１の幹事を含む
（出所）ＩＳＯ「MEMENTO」

（出所）ＡＰＣ「ＩＥＣ事業概要」

2006年

引受数

日本 米国 ｲｷﾞﾘｽ ﾄﾞｲﾂ ﾌﾗﾝｽ

４７ １２３ １００ １２６ ７７

2006年

引受数

日本 米国 ｲｷﾞﾘｽ ﾄﾞｲﾂ ﾌﾗﾝｽ

１３ ２５ ２５ ２５ ２５

ＩＳＯ ＩＥＣ

総数 割合 総数

96

日本

619

割合

7.2% 19 19.1%

日本

44

〔提案件数〕
（２００１年～２００３年平均）
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METI 経済産業省９．「国際標準化戦略目標」の設定

国際市場では国際標準の獲得が死活的に重要

欧米は、早くから国家政策として国際標準化を明確に位置づけて推進

標準の対象が、製品だけでなく、環境保護、組織の標準化（ＳＲ、ＢＣＰ）な
ど新たな分野にも拡大。これにうまく対応できないと、製品の輸出にも影響

国際標準の提案件数の倍増

欧米並の幹事国引受数の実現

戦 略 目 標戦 略 目 標

国際標準化を国家戦略として推進するため
新たに「国際標準化戦略目標」を設定

平成１８年１１月２９日（水）に甘利明経済産業大臣及び産業界トップで
構成される「国際標準化官民戦略会議」を開催し、 官民の強力な連携の

の下で「国際標準化戦略目標」を達成することについて合意。
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１．趣旨
近年、新製品の開発による新たな世界市場の獲得競争が激しくなる中で、我が国産業の国際競争力の強化

の観点から、我が国発の技術に基づく国際標準を戦略的に獲得していくことがますます重要となっている。
しかしながら、今年１００周年となった我が国の国際標準化活動の水準は、欧米諸国と比較して、依然とし
て相当の開きがある。
このため、経済産業大臣が産業界トップをお招きして、国際標準化活動を強化するための官民の戦略的取

組みの方向性について意見交換を行った。

２．日程等
日時：平成１８年１１月２９日（水）１２：１５～１３：１５
場所：経済産業省 第一特別会議室（本館１７階西７）

３．参加者（敬称略）
（産業界側）
日本発条㈱代表取締役社長 天木 武彦
キヤノン㈱代表取締役社長 内田 恒二
大日本インキ化学工業㈱代表取締役社長 小江 紘司
㈱東芝取締役会長 岡村 正
トヨタ自動車㈱代表取締役副社長 岡本 一雄
日本電気㈱代表取締役会長 佐々木 元
㈱荏原製作所代表取締役社長 島川 文雄
三菱電機㈱取締役会長 野間口 有
ＪＦＥスチール㈱代表取締役社長 馬田 一
国際標準化機構（ＩＳＯ）会長 田中 正躬

（経済産業省側）
経済産業大臣、副大臣、大臣政務官、産業技術環境局長 他

１０．「国際標準化戦略目標」の設定
国際標準化官民戦略会議の概要
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METI 経済産業省１１．基本的な考え方

１．産業競争力の分野では産業界が主体

○ 個別製品の競争力強化に係る国際標準化活動の主たる

担い手は産業界

２．政府の役割

○ 政府は我が国産業競争力強化に資する基盤的分野や

一部の公共的分野（環境、安全、高齢者・障害者対応等）
における国際標準化を推進

○ 産業界の国際標準化活動が円滑に進められるために、

人材育成等の基盤整備を実施
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METI 経済産業省１２．今後の取り組み

１．企業・産業界における取り組み

○企業戦略に直結した標準部門の設置、研究開発・知的財産・標準部門

の連携強化

○産業界毎の国際標準化推進のためのアクションプランの策定・実施

（日本経団連）横断的分野での標準化の取り組み、企業経営者･幹部等に

対する啓発

○研究開発と標準化の一体的推進と、我が国発の国際標準の積極的提案

○社内における標準担当者の適切な評価とバックアップ、長期的な配置、

専門家の育成

○ＩＳＯ・ＩＥＣにおける幹事国業務の積極的引き受け、輩出した国際議長･幹
事等への適切な評価と支援

○国際標準会議の日本開催の積極的誘致 など

戦略的な国際標準化の推進に向けた官民の体制作り
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METI 経済産業省１２．今後の取り組み（続き）

２．政府の支援策

○国際標準化の経済性効果やその活用方法について企業・産業界の理解
の増進を図る → 本シンポジウムも取り組みの一環

○国際標準の提案に向けた重点的な支援強化（重点分野における研究開
発から国際標準制定に至る一貫した支援、ＪＳＡ国際標準化支援センター
による国際幹事等の支援、国際提案・会議ノウハウ提供、相談窓口 等）

○公共福祉分野や、産業界全体の利益に資する公共財の国際標準化推進

○社会的責任（ＳＲ）、事業継続計画（ＢＣＰ）、サービス等新分野の国際標準
化に関する情報提供

○世界で通用する標準専門家の育成～教育研修用教材の開発・提供、専
門家養成のための研修実施、人的交流の促進

○アジア太平洋地域内の連携の強化（現地セミナー、専門化派遣等に加え、
日本のリードによる原案作成・共同提案など）、中韓等との協力

○在外公館等を通じた国際標準化情報収集・活用

戦略的な国際標準化の推進に向けた官民の体制作り
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METI 経済産業省

詳細は

『国際標準化戦略目標』（資料集）

をご参照ください。

また、次世代の標準専門家の育成を目指した

『実用的で利用しやすい「標準化」の教育研修用教材
を開発中！』（資料集）

をご参照ください。
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METI 経済産業省

ご静聴ありがとうございました。
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